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１ 現在までの状況について                            

□ 本事業については次のとおり整備を進めてきました。 

年度 施工内容 金額 

平成 17 年度 橋脚（Ｐ１・Ｐ２） 50,000,000 円 

平成 18 年度 橋台（Ａ１） 

擁壁 

街路（高速道路西側） 

96,500,000 円 

令和元年度 橋脚（Ｐ3） 135,000,000 円 

令和 2 年度 橋脚（Ｐ4） 77,000,000 円 

令和 2 年度、３年度 桁製作・橋面（高速道路西側） 369,000,000 円 

 橋脚（Ｐ7）、橋台（Ａ2）、擁壁 

街路（高速道路東側） 

290,000,000 円 

令和３年度～６年度 橋桁（高速道路上部） 850,000,000 円 

令和５年度、６年度 橋脚（Ｐ5、Ｐ6） 200,000,000 円 

令和５年度～７年度 橋桁、橋面（高速道路東側） 499,000,000 円 

令和６年度 街路（高速道路東側） 117,000,000 円 

令和 7 年度 上部（高速道路東側）、舗装 135,000,000 円 

平成 15 年度～令和８年度 その他(設計・測量・補償費等) 783,500,000 円 

平成 15 年度～令和８年度 総額 3,602,000,000 円 

※平成１５年度から令和５年度までの金額は、決算額を基準として計上 

※令和６年度の金額は、契約金額で計上、令和７年度以降の金額は、予定額で計上      

白岡宮代線道路改良事業の進捗状況について 

都市計画道路白岡宮代線は、白岡駅に向かう東西方向の骨格軸として重要性が高

い計画道路であり、本路線を整備することにより、東北自動車道で分断された東西

地域のアクセス及び地域の利便性や安全性の向上が図られます。 

また、良好な住環境の創出と宅地供給を目的に実施している白岡駅東部中央土地

区画整理事業地区と県道春日部菖蒲線が接続されることから、白岡駅東側地域の更

なる発展を図るものです。 

以上のことから本路線は、平成１７年度から段階的に整備工事を開始し、令和７

年度末に本線の開通を目標に実施しているところでありますが、現在の進捗状況等

について説明させていただくものです。 
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２ 今後の予定について                              

□ 現在施工中及び令和７年度発注の工事について 

 ⑴ 白岡宮代線整備工事（床版・橋面工） 

   工期  令和７年１月８日から令和７年１１月２８日まで 

   請負額 １７４，０２０，０００円 

⑵ 白岡宮代線整備工事（交差点整備工） 

   工期  令和７年３月１７日から令和７年８月２９日まで 

   請負額 １１５，０６０，０００円 

 ⑶ 東部中央街路築造工事（６第１工区） 

   工期  令和６年１０月３１日から令和７年６月２７日まで 

   請負額  ３０，０３０，０００円 

 ⑷ 白岡宮代線整備工事（道路照明灯） 

   工期  令和７年８月上旬から令和７年１２月中旬まで 

 ⑸ 白岡宮代線整備工事（舗装工） 

   工期  令和７年８月上旬から令和８年３月中旬まで 

 

□ 上記⑴から⑵の工事については、国内において急激なインフレーションが生じて

いるため、白岡市建設工事標準請負契約約款の規定に基づき、受注者より請負代金

額の変更を請求される場合がございます。 

  そのため、状況を確認しながら今後の議会定例会において補正予算の議決をお願

いしたいと考えております。 

 

□ 変更金額が確定した後については、状況に応じて「議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例第２条」の規定により、変更契約の締結につい

て議決をお願いしたいと考えております。 

 

３ 橋梁部の名称について                             

□ 東北自動車道上空を通過する新規橋梁については、橋梁名称を決定していく必要

があります。 

そのため、名称につきましては、市民に末永く道路に親しんでいただくため、募

集等を行いながら供用開始までに決定していく予定としています。 

  


